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 The Ministry of Education amended the Standards for the Establishment of Univer-

sities on July 1, 1991. 

 The amendment to the Ministry regulations this time around is not a mere revision 

of certain provisions, but rather a drastic one affecting the fundamentals of our high-

er education system. 

 The first notable change in the regulations is abolishment of the clear distinction 

among the four required course subjects, which have been classified, according to 

their content as foreign language, health and physical education, general education 

and specialized education. 

 The second is the introduction of a self-evaluation mechanism. 

 The third is a revision of the academic credit-earning system and related to that is 

the commencement of a degree-granting mechanism. 

 Relating to foreign language instruction, there have been a variety of foreign lan-

guage teaching programs, such as summer intensive courses, which are often con-

nected with international exchange programs, certificate examination system and so 

on. 

 This study reports on the revision of foreign language teaching programs in some 

interdisciplinary faculties.

§ 序

『平成
3年7月1日 より新大学設置基準が施行された。その改正点の主なものの第一は,各 大学

が 自らの責任 において教育研究の不断の改善 を図ることを促すための,自 己点検 ・評価の導入

(第二条)で あ り,第 二 は,各 大学で多様 な特色のあるカリキュラム設計が可能 となるよう,授
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業科 目,卒 業要件,教 員組織等に関す る規定の簡素化 ・弾力化がはか られたことである。即ち,

開設授業科 目区分の廃止,卒 業に必要な総単位数(第 三十二条)を 除いて,科 目区分の最低修得

単位数の廃止,必 要専任教員数に係わる科 目区分の廃止,教 員の専兼比率,単 位の計算方法の改

正(第 二十一条)等 があげられる。第三は,生 涯学習等に対応 した履修形態の柔軟化である。こ

れには,い わゆるパー ト・タイム履修の科 目登録制 ・コース登録制の導入(第 三十一条),昼 夜

開講制の制度化(第 二十六条),大 学以外の教育施設等における学修成果の単位認定(第 二十九

条及び文部省告示第六十八条)等 が含 まれる。その他,短 期大学,高 等工業専門学校の卒業生等

で,大 学の科 目登録制等 により継続 して学修 し,一 定の要件を満た した者,及 び大学以外の教育

施設(例 大学校)等 の修了者に対す る学位授与の道を開 くための学位授与機構の創設が上げら

れる。これ は,従 来大学のみに与えられていた学位授与権を,大 学以外の機関にその権限の一部

を委譲 したことになる。

このように今回の省令の改正は,大 学教育の大規模かつ抜本的な改革 を含む ものであった。

従って,従 来 厂最低一外国語八単位必修」 という法的枠組みの中で行われてきた大学の外国語教

育 も,好 むと好まざるとにかかわらず大きな転換期 に立たされている。

今後の大学教育は 「大学はその理念 ・目的に即 し,高 等教育機関にふ さわ しい水準 ・内容の教

育課程を維持 しなければならない。教育課程は,大 学の理念 ・目的を具体化するものであ り,い

わば大学の生命である。従って,大 学 ・学部について具体的かつ明確に定められた理念 ・目的を

実質的に実現するために,も っとも妥当で適切な教育課程が,体 系的に編成 されているか どうか,

さらにそれぞれの学部等の専攻に係る専門の学芸について高度の知織を教授するとともに,幅 広

く深い教養 と総合的判断力 をもった豊かな人間性を涵養するよう配慮されている1)」こ とが求め

られているのであり,こ れまでのような,学 部の特性や違いに係 りのない大学の外国語教育は厳

しくチェックされるであろう。

1.教 育政策 としての大綱化がもたらす外国語教育への影響 ・要望

教育政策 としての大綱化が,ど のような影響 ・要望を外国語教育にもたらすかについては次の

3点 が最 も重要 と考えられる。(1)授業科 目から教育課程へ(2)学生定員から収容定員へ(3)卒業の要

件及び学士か ら卒業の要件等へ,で ある。(1)からはカリキュラムの多様化(2)は学生の多様化,(3)

は高等教育機関間相互乗 り入れの多様化を生み出すことが予測される。そ してカリキュラムの多

様化 は,大 学 ・学部教育の中での外国語教育の必然性の問い直 しと,外 国語教育 目的の明確化が
一層求められるであろうし,ま た,学 生の多様化 はそれに対応 したきめ細かな教材の研究 ・開発

(カレッジ ・テキス トの開発,統 一教材の開発 ・導入)や,教 育指導内容 の充実強化(シ ラバス

導入,補 講 の義務付 け等),よ り効率 を高めるための教育方法の改善促進(セ メスター制の導入,

45分 授業の導入,テ ィーム ・ティーチ ングの導入,ク ラス ・サイズの適正化,外 国人教員の増員,

外国語教育機器 ・設備の充実,海 外留学 ・研修制度の強化等)が 一層求め られるであろう。(3)の

関連からは単位制度の現状見直し,外 注単位の導入,語 学研修からコース学修等が問題 となろう。

そこで本稿は,学 際カリキュラムの事例 を若干考察 し,大 綱化後の外国語教育改革動向分析に

際 しての基礎的比較資料作成の試み としたい。

なお,資 料 としては,当 該大学学部の1992年 度履修便覧,学 生便覧等2)を使用 した。
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皿.事 例

(A)慶應義塾大学総合政策学部 ・環境情報学部

(1)外国語教育の 目的

実践的な言語運用能力の養成

(2)卒業要件

表13)

1学 年 2学 年 3学 年 4学 年 卒業に必要な単位
春学期 秋学期 春学期1秋 学期 春学矧 秋学期 春学馴 秋学期

外国語科 目

(必修)

インテンシブコース

1か 国語12単 位

別の外国語(教 養外国語)

1か 国語4単 位以上
16単位 以上

保健体育科目

(必 修)

保健衛生1単 位

体育11単 位

体育豆1単位
体育皿1単 位以上

4単位以上

人文科学分野 各分野から

社会科学分野1科 目以上

自然科学分野 を履修
一般教育科目

た だ し,1学 年で の総合講 座 28単 位以上

(人文)2単 位

情報処理言語1(自 然)4単 位の

履修を含む

両学部共通専門科目

16単位 以上

た だ し,

専門教育科目 総合政策学部は

総合政策学2単 位

環境情報学部は

環境情報学2単 位 76単 位以上

(各必修)を 含 む

学部内専門科目

52単 位 以上

ただし,学 部内専門基礎科目と各自が

選択 す るコ ース系列科 目の合計24単 位

以上を含む

学部内専門基礎科目1

各 コース系列科 目

研究会(必 修)

各学期1科 目 合計8単 位
合計 30単 位以上130単 位 以上 「 124単 位以上

(3)科目区分名 と単位数

自然言語 という科 目群の中に外国語科 目は入れ られ,さ らに外国語科 目は以下の3つ に分けら

れている。

① インテンシブコース(1学 年秋学期～2学 年秋学期)1か 国語12単 位

②教養外国語(3学 年以上またはインテ ンシブコース修得者)別 の1か 国語4単 位

③中 ・上級(自 由科 目,イ ンテンシブコース修得者)
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(4)総単位数に対する外国語関連科 目単位数の比率

16/124(12.9%)

(5)開講 外 国語科 目数 と種別

11外 国 語(英 語,仏 語,独 語,中 国語,朝 鮮語,マ レー語,イ ン ドネシア語,ロ シ ア語,ス ペ

イ ン語,ア ラ ビア語,日 本語)

(6)イ ンテ ンシブ コース各 国語定員数

朝 鮮 語(60)マ レー ・イ ン ドネ シ ア語(30)中 国 語(90)フ ラ ンス語(120)ド イ ツ語(120)

英 言吾(480)

(7)学年配当及び履修方法

表1参 照

(8)専任 教 員数

朝鮮 語2(2)マ1/一 ・イ ン ドネ シア語1中 国語4(2)独 語4(1)英 語13(7)フ ラ ンス語

4(1)日 本 語3合 計31名 注:()内 の 数 はnative.

(9)教育組織及び教育方法

(教育組織)

語学を担当する教員はすべて 「言語コミュニケーション研究所」に所属 し語学教育のカリキュ

ラムを立案,実 施。

(教育方法)

朝鮮語,マ レー ・イン ドネシア語,中 国語,ド イツ語,フ ランス語,英 語のうちか ら1か 国語

だけを選ばせ集中的に学習させる。授業時間は50分授業 とし,そ れを週8～10回 行 う。そのう

ち少な くとも3分 の1の 授業は外国人教員が担当する。担当の 日本人教員が外国人教員と一緒
'
になって,各 時間ごとに 「知織の習得→練習→実践」 という流れを作 り出す。1ク ラスの学生

数は約30名 。実践的な授業をす るために各教室にはヴィデオなどの外国語学習設備 を整備。コ

ンピュータによる学習(CAI)も 一部で実施。インテンシブ授業 は1年 の秋学期から開始。語

種選択に さい して 「総合講座 諸国語概説」を履修 させる。英語選択志望者には実力テス ト

(TOEFLinstitutional)を 実施。英語の授業は レベル別 に行い,原 則 として英語で行 う。英語

の授業時間は,一 年次秋学期に8時 間,二 年次春学期 に10時 問,二 年次秋学期に6時 間。各国

語ごとの研修旅行実施。

(B)桜美林大学国際学部

(1)外国語科 目の位置付 け

語学は,地 域研究 などインターナショナル ・スタディーを学習する上で,授 業やコミュニケー

ションのために必要な技術 ・道具であり,ま た学習の対象 となる地域の文化 ・社会の文化的枠

組みとして研究資料そのものともなるので,外 国語科目は準専門科 目として扱う。
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(2)卒業要件

表24)

科 目 分 野 履 修 の 方 法 単位数

一

般

教

育

科

目

等

一般教 育科 目

人文科学 1科 目(4単 位)以 上

24

58

社会科学 1科 目(4単 位)以 上

自然科学 1科 目(4単 位)以 上

総合科目B 自由選択
総合科目A 必修 6

外 国語科 目
英 語(E.L.P) 必修 20

第二外国語 選択必修 4

保健体育科目
体育理論 必修 2

体育実技 必修 2

専 門教 育科 目

基礎専門科目 必修および選択 16

76専 攻 コース専門科 目 必修および選択 36

基礎 専門科 目,コ ース専 門科 目,関 連専 門科 目 選択 24

履修単位合計(卒 業要件) 134

(3)総単位数に対する外国語関連科 目単位数の比率

24/134(17.9%)

(4)開講 外 国語科 目数 と種 別

8外 国語(英 語,中 国語,ロ シア語,コ ー リア語 ,ス ペ イン語,フ ランス語,ド イ ツ語,日 本

語)

(5)外国 語科 目の履 修 と学年 配当

フ レッシ ュマ ン ・イ ング リ ッシ ュ(F.E)1(春 学 期)6単 位 及 び フ レ ッシュマ ン ・イ ング

リッシュII(秋 学 期)6単 位,計12単 位 を毎週6回 ,必 修科 目と して1年 次 に履修 する。 クラ

スはすべ て外 国人教員チ ームが担当す る。

ソフ ォモ ア ・イ ング リッシ ュ(S .E.)1(春 学 期)4単 位 及 びソフ ォモア ・イ ング リッシ ュH

(秋学 期)4単 位,計8単 位 は2年 次 に毎週4回,必 修 科 目 として履修 。

(6)外国 語 セ ンター

一般授業 の ほか に
,外 国語 セ ンターで,英 語,中 国語 の特別講座 を設 けて いる。

(7)放送大学による履修

第二外国語の単位を,放 送大学の該当科目の単位修得で振 り替えることができる。

一131一



表35)

本学の科目 放送大学の科目

中国語1(英 文)4単 位

中国語(国 際)4単 位

「中国語1」2単 位+「 中国語豆」2単 位

(ラジオ)

ロシア語工(英 文)4単 位

ロシア語(国 際)4単 位

「ロ シア 語1」2単 位+「 ロ シ ア語II」2単 位

(ラ ジ オ)

スペイン語1(英 文)4単 位

スペイン語(国 際)4単 位

「スペ イ ン語1」2単 位+「 スペ イ ン語II」2単 位

(ラ ジ オ)

フランス語1(英 文)4単 位

フランス語(国 際)4単 位

「フラ ンス語1」2単 位+「 フ ランス 語H」2単 位

(テ レ ビ)

ドイツ語1(英 文)4単 位

ドイツ語(国 際)4単 位

「ドイ ツ語1」2単 位+「 ドイ ツ語II」2単 位

(テ レビ)

中国語II(英 文)4単 位

上級中国語(国 語)4単 位

「申国語1∬」2単 位+「 中国語N」2単 位

(ラジオ)

フランス語II(英 文)4単 位

上級フランス語(国 際)4単 位

「フ ラ ンス語 皿 」2単 位+「 フ ラ ンス語 】V」2単 位

(ラ ジ オ)

ドイツ語II(英 文)4単 位

上級 ドイッ語(国 際)4単 位

「ドイッ語 皿」2単 位+「 ドイ ッ語IV」2単 位

(ラ ジ オ)

(8)ル コ ネ ッサ ンス ・ジ ャパ ン(RJ)の 履 修

外 国人留 学生用 に開設 されるル コネ ッサ ンス ・ジ ャパ ン(RJ)の プ ログラム は,日 本 人学生 も

履 修す る こ とがで きる。 日本地 域研究 コースの単位 となる。

表46)

ル

コ

ネ

ッ

サ

ン

ス

・

ジ

ヤ

パ

ン

HistoryofJapan 4 秋 国

CulturalStudiesonJapan 4 秋 国

JapanesePolitics 4 秋 国

JapaneseEconomy 4 秋 国

JapaneseSociety 4 秋 国

JapaneseEducation 4 秋 国

JapaneseManagement 4 秋 国

ModernJapaneseHistry 4 春 国

JapaneseLiterature 4 春 国

JapaneseIntellectualHistry 4 春 国

JapaneseArt 4 春 国

WomeninJapaneseSociety 4 春 国

StudiesonContemporaryJapan 4 春 国

FieldworkinJapaneseStudies 2 春 国

(9)国際 交流 プロ グラム

海外 留学 の提携校:ア メ リカ14校,イ ギ リス5校,カ ナ ダ2校

(C)亜細 亜大学 国際関係学部

(1)英語 教 育の 目的及び 目標

入学 以前 に身 につ けた英語 力 を更 に伸 ば し,そ の運用 力 を高 めてい くこ とで,国 際理解 の基礎

を養 うこ と,他 国の 人々 との相 互 理解 を 目指 す こ と。 そ の 目的 を達成 す るた め に,「 聴 く」

(hearing)「 話 す」(speaking),「 読 む」(reading),「 書 く」(writing)の 基 本4技 能 を総合 的に

身 につ け る必要が ある。特 に英語 を 「聴 き,話 せ る」学生 を養成す る ことを大 きな 目標 に して

い るので,1・2年 次 は 「聴 き,話 す」 こ とにウエ イ トがか け られる。3・4年 次 には英 語の
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新 聞,雑 誌が読 め るよ うに,

置 されて いる。

また自分の意見 を論理的に書いて表現するように,選 択科目が配

(2)卒業要件

表57)

授業科目区分 必要単位数 内容

①A区 分 から8単 位,B区 分か ら4単 位 を履
A区 分

修する方法
(8単 位) ②A区 分4単 位とB区 分4単 位で総合科目4

人 文 分 野 (12単位) 単位を履修する方法かA区 分8単 位と総合

B区 分 科目4単 位を履修する方法

(4単 位) ※① ・② どち らか の方 法で単位 を修得す るこ

と 。

一
①この分野から12単位を履修する方法

般 ②この分野から8単 位と総合科目4単 位を履

教 社 会 分 野 (12単位) 36単 位 1修 す る方法

育 ※① ・② どち らか の方 法で単位 を修得 する こ

科

目

と 。

自 然 分 野 (12単位) 1同上

総 合 科 目
③上記②の方法により履修すれば最高12単位 ま

で卒業単 位に算入で きる。

外
国
語 英 語 12単 位

科
目

保
健
科体
体 育 講 義 2単 位

目育

体 育 実 技 2単 位

必修 20単 位

専

門
共通基礎科目群

選択必修A

B

6単 位

8単 位

A,B,C,そ れぞれの 区分 ごとに必要単位 を

とる こと。

教 C 4単 位

育 国際協力科目群 自由選択A 10単 位

科 地域研究科目群 自由選択B 4単 位 いずれかの地域 を選択 し4単 位 を修得す るこ と。

目 国際関係科目群 自由選択C
20単 位 8単位

地域言語科目群 自由選択D
十

12単 位

十

24単 位
}繕 欝 製 こより両科目群で合計32単

合 計 136単 位

(3)総単位数に対する外国語関連科 目単位数の比率

12/136(8.8%)
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(4)履修方法

表68)

英語 その他の外国語 科目数及び単位数

4年 次

3年 次 X IX VI

2年 次 V皿 皿 班 V N 皿 N V 3科 目6単 位

1年 次 皿 II 1 1 II 3科 目6単 位

卒業要件
合 計

6科 目12単 位

(5)授業 形態 と設置科 目

①1年 次 「フ レッシュマ ン ・イ ング リッシュ」

月曜 日か ら金 曜 日まで毎 日45分 の 授業 。週5回 の授業 の うち,4回 は外 国人教 師が担 当 し,

1回 は 日本 人教 師が担 当。 この他,日 本 人教師担 当の90分 授 業 の英語 ㎜が ある。

②2年 次

国 際関係 学 部生 は全員 アメ リカ派遣留 学 に参加す る。 派遣先 の大 学で修得 した英 語単位 を

「英語N」 「英 語V」 厂英語VI」 「英語W」 に振 り替 え認 定
。

③3・4年 次

随意 科 目で英 語が継 続的 に学 習 で きる。科 目には,「 英 語 皿,IX,X」,「 英会話」,「新 聞英

語A・B」,厂 放送英語A・B」 が ある。

(6)英語教育の具体的方針

①小人数制②出席重視③1年 生の45分 週5回 授業プラス90分 週1回 ④外国人教師の積極的採用

⑤LLの 活用⑥正規の授業以外にも,LL個 別 自主学習,英 語検定,TOFEL等 の活用⑦大

量海外派遣留学⑧交換 ・派遣留学生制度。

(7)開講 随意科 目

英会話1～ 皿,英 語 冊～X,放 送 英 語A・B,新 聞 英語A・B,中 国語 会話,時 事 ドイツ語,

ス ペイ ン語 会話1～II,時 事 スペ イ ン語,ロ シア語会話1～ 皿,時 事 ロ シア語:中 国語1～]V,

ドイ ツ語1～V[,フ ラ ンス語1～ 班,ス ペ イ ン語1～IV,ロ シ ア語1～IV,イ ン ドネ シア語1

～W
,ポ ル トガ ル語1～H,モ ン ゴル語1～H,韓 国 語1～H,ア ラ ビア語1～IV,ヒ ン

デ ィー語1～H,タ イ 語1～N

(8)専門外国語

地域言語科 目群中の5地 域にはそれぞれの地域 ごとに地域言語が指定されている。6か 国語の

中か ら1か 国語を選択 し,2年 次後期から履修。

国際関係科 目群 と地域言語科 目群 についての履修方法には2つ あ り,

①国際関係科 目群から20単位 と地域言語科 目群(1～VI)か ら6科 目12単位の合計32単 位 を履

修。

②国際関係科 目群から8単 位 と地域言語科 目群(1～mか ら12科 目24単位の合計32単 位を履

修。
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(9)開講 外 国語科 目数 と種 別

14外 国語(英 語,日 本 語,中 国語,ド イ ツ語,フ ラ ンス語,ス ペ イ ン語,ロ シ ア語,イ ン ドネ

シア語,ポ ル トガル語,モ ンゴル語,韓 国語,ア ラビア語,ヒ ンデ ィー語,タ イ語)

(10)留学(ア メ リカ派遣留 学)

表79)

*AUAP'92前 期Q程 表

西 ワ シ ン トン大 学 中央 ワシ ン トン大学 東 ワシ ン トン大 学 オ レゴ ン州 立 大 学 ボ ィ ジー 州 立 大 学

日本出国 3/30(月) 3/30(月) 3/29(日) 3/29(日) 3/6㈹

派遣先大学着 3/30(月) 3/30(月) 3/29(日) 3/29(日) 3/6團

説明会 3/31㈹ ～4/4㈹ 3/30(月)m/2(木) 3/30(月)～4/3(斜 3/30(月X月),31㈹ 3/7仕)～11(お

春学期始業 4/3!` 4/3(金) 4/6(月) 4/1(冰) 3/12(菊

休 日

(MemorialDay)
5/25(月) 5/25(月) 5/25(月) 5/25(月) 5/25(月)

春学期終了 6/10(水) 6/8(月) 6/12(金) 6/12(金) 5/15(金)

学期末試験 6/4休),5(金) 6/9㈹ ～11㈱ 6/11(木),12團 6/8(月)一 一12(斜 5/14休),12(金)

ブ レイ ク 6/11休)一 一一22(月) 6/11休 ト23W 6/13出 ～21(日) 6/13丗 ～21(日) 5/16出 ～25(月)

夏学期始業 6/23" 6/24(水) 6/22(月) 6/22(月) 5/26W

休 日振 替

(lndependenceDay)
7/3團 7/3(x) 7/3!` 7/3(金) 7/3(斜

夏学期終了 8/19因 8/14㈹ 8/21(斜 8/1sUJ 7/29(水)

最終試験 8/17(月)～19困 8/17～19㈱ 8/19blc)一 一一21(x) 8/12(水)一 一14(斜 7/27(月)～29(昶

アメ リカ出国 8/25(火) 8/25㈹ 8/24(月) 8/24(月) 8/1出

帰 国 8/26(水) 8/26(水) 8/25(火) 8/25(火) 8/2(日)

開設科 目は英語,一 般教育科 目,体 育実技 の3分 野 にわたる。振 り替 え科 目と単位数 は,英 語

4科 目8単 位(英 語IV・V・V[・Wと して 認定),一 般 教育科 目2科 目8単 位 体育実技1科 目1

単 位,合 計7科 目17単 位 。

(D)青山学院大学国際政治経済学部

(1)卒業要件'

科 目区分が,総 合教養科 目,国 際コミュニケーシ ョン科 目,学 科科 目に分 けられているのが特

徴的である。

国際コミュニケーション科 目は,A群(英 語)科 目必修22単 位,B群(英 語以外の外国語)科

目必修6単 位,C群(言 語とコミュニケーション)科 目選択必修4単 位からなる。卒業に必要

な最低単位数 は以下のとお り。
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表810)

科目の種別 必選の別 国際政治学科 国際経済学科 国際経営学科

総

合

教

養

科

目

人 文 選択必修 8 8 8

社 会 選択必修 8 8 8

自 然 選択必修 8 8 8

総 合 科 目 必 修 4 4 4

保健体育
理論 必 修 2

4
2

4
2

4
実技 必修 2 2 2

小 計 32 32 32

ケ国
亅際絮

ンs
科 二目

A群 必 修 22 22 22

B群 必 修 6 6 6

C群 選択必修 4 4 4

小 計 32 32 32

学

科

科

目

A群 必 修 32 32 28

B群 選択必修 32 32 36

C群
選択必修 24 24 24

D群

小 計 88 88 88

演 習 科 目1* 演習科目の取得単位は学科科目のB群 の単位に算入される

総 計 15211521152

(2)総単位数に対する外国語関連科 目単位数の比率

32/152(21.1%)

(3)開講 外 国語科 目数 と種別

8外 国語(英 語,日 本語,中 国語,韓 国語,フ ランス語,ド イ ツ語,ス ペイ ン語,ロ シア語)

(4)学年配当

1年 次英語12単 位B群 科 目4単 位,2年 次英語10単 位B群 科 目2単 位。C群 科 目は2・3年 次

に配当。

(5)専門外国語科 目

学科科目A群 に外国書講読Aが2年 次必修4単 位。B群 の外国書講読Bは3・4年 次選択必修

4単 位。

(E)立命館大学国際関係学部

(1)3つ の学部教育 目標

①政治 ・経済 ・社会 ・文化の諸領域 にわたる総合的学術的な研究 と教育の推進。

② 日本を基点とするグローバルな視点をもった地域研究の展開。

③国際社会で役立ちうる総合的語学力の涵養。
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(2)卒業要件

表911)

分野及び部門 最低必要単位数 合計単位数

一般教 育科 目

人 文 科 学 分 野 8単位 計24単 位

合計

138単 位

社 会 科 学 分 野 8単位

自 然 科 学 分 野 8単位

全 分 野

外 国語科 目
第1外 国 語 8単 位

計16単 位
第2外 国 語 8単 位

保健体育科目
講 義 4単 位

計6単 位
実 技 2単 位

専 門 科 目

専 門 共 通 科 目 20単位

計92単 位

専 門 外 国 語 科 目 12単位

固

有

専

門

A群 政 治 ・法 律 部 門 自 コース部門

20単位

他 コース部門

16単位

計36単 位

B群 経 済 ・経 営 部 門

C群 文 化 ・社 会 部 門

地 域 研 究 科 目 8単 位

自由選択科 目

(固有専 門科 目A・B・C群 及 び

地 域研 究 科 目の うちか ら選択)

4単 位

基 礎 演 習 4単 位

演 習 8単 位

(3)総単位数に対する外国語関連科 目単位数の比率

16十12/138(20.3%)

(4)学年配当 と履修方法

1年 次英語1～ 皿6単 位,第2外 国語1～II4単 位。2年 次英語N2単 位,第2外 国語皿～IV

4単 位 を履修。

(5)専門外国語科 目

科目配当と履修方法

表1012)

2回 生 3回 生

科 目 【単位 科 目1単 位
要卒単位

英 語 文 献 講 読 囚 フ ラ ン ス 語 文 献 講 岫冗 囚

専 門 英 語1・II・ 皿 各囚 ド イ ツ 語 文 献 講 岫冗4

専 門 フ ラ ン ス 語1・II各n 中 国 語 文 献 講 二売 囚

専 門 ド イ ッ 語1・1各 囚

専 門 中 国 語1・II各 囚

スペ イ ン語文 献 講読

ロ シ ア 語 文 献 講 読

士4

囚
12単位選択必修

専 門 ス ペ イ ン語1・H各 回 ア ラ ビ ア 語II囮

専 門 ロ シ ア 語1・H各n 朝 鮮 語II圀

ア ラ ビ ア 語1圀

朝 鮮 語1圀
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(6)特修外国語開講科 目

第1113)

特修外国語開講科目・配当回生一覧表

英

語

1・2回 生以上 3回 生 以上

英会話(中 級)圀

上級英語回

(文化事 情)

(TOFEL)

(Speech&Discussion上 級)

英会話(上 級)圖

英語視聴覚(中 級)圀

上級英語回

(Speech&Discussion)

(Writing)

(時事英語)1・2回 生のみ 英語視聴覚(初 級)回

初

修

外

国

語

1回 生 以 上 2回 生 以 上 3回 生 以 上

中 国

フ ランス語1・II各 回

ド イ ツ語1・II各 回

語1・II各 回

スペイ ン語1・II各 圄

ロ シ ア語1・II各 圄

フラ ンス語IV・V各 圄

ド イ ツ語IV・V各 圀

中 国 語NO

ス ペ イ ン 語亅V圄

ロ シ ア 語N●

フ ラ ンス語 視 聴 覚圖

ド イ ツ 語 視 聴 覚 圀

中 国 語V圖

皿 ・結び

各大学 とも外国語教育の目的としてコミュニケーシ ョン能力の養成をはっきりと打ち出してい

るのは時代の流れであろう。いわゆる第1,第2の 外国語必修単位数配分については,英 語重視

型 と,均 等配分傾斜型とに分れる。第1,第2の 履修形態では,従 来通 りの平行履修型 と,第1

集中履修型 とに分かれるのは近年の新 しい傾向であろうか。地域研究 との関係で多種な専門外国

語が重視 される傾向にある。また,外 国人教員の積極的登用や,研 修 ・留学の充実化が見 られる。

単位の互換では,桜 美林大の例が参考 となろう。

その他,セ メスター制を外国語教育に導入 している大学が増えていることや,青 山学院大の科

目区分の名称が注目すべ きことであろう。

注

1)青 木宗也編 『大学の自己点検 ・評価の手引き』大学基準協会 平成4年5.月p.24

2)参 考資料は以下の通 り:

慶應義塾大学:KEIOSFCGUIDE'92

:外国語履修ブックレット

桜美林大学:履 修ガイ ド1992

亜細亜大学:平 成4年 度 履修要綱

青山学院大学:平 成4(1992)年 度 授業要覧

立命館大学:立 命館大学'92学 生要覧[第 一部]

3)(M1)p.46

4)(M3)p.53

5)(M3)p.73

6)(M3)p.45

7)(M4)p.17

以 下(M1)

(M2)

(M3)

(M4)

(M5)

(M6)
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8)(M4)p.21

9)(M4)p.31

10)(M5)p.179

11)(M6)p.72

12)(M6)p.76

13)(M6)p.74
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